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背景・目的

背景
• 近年、国内における植木需要、特に中・大型の植木の需要が大幅に減少し
ている一方、中国、香港、台湾、ベトナム等へのイヌマキの輸出が平成16年
頃から増加しており、イヌマキの主要産地である千葉県のイヌマキの在庫が枯
渇しつつある

• 日本産植木・盆栽の輸出先の対象国や輸出される樹種も拡大・多様化しつ
つある

目的
• 一般社団法人日本造園建設業協会の協力を得て、会員が保有する管理
圃場等にある植木等アンケート調査を実施することで、日本におけるマキ等の
中・大型の植木の国内賦存量及び輸出可能な樹木資源を把握する

• 売り先を見つけられない、処分に困っているような日本全国の植木について、
必要期間養生させ、今後の輸出に繋げることを目的とする
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植木・盆栽の輸出額は2016年は80億円、2017年は118億円に到達する見込みで
あり、中国・ベトナム等のアジア地域における需要が増加傾向にある。

植木・盆栽の輸出動向
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47.5%

出所：農林水産省資料等と元にアクセンチュア作成
※1-6月輸出額に関する、2016年から2017年への増加率を、2016年全体の輸出額に乗ずることで算出。

• 2017年1-6月の前年同期比では47.5％の
増加であり、2017年通年では、118億円とな
る見込
（※6-12月に前年と同様の伸びを仮定）

• 最重要輸出先国である中国やベトナム等のア
ジア地域における輸出団体等によるPR事業の
取組の効果により需要が増加

 特に国風盆栽展（２月開催）、世界
盆栽展（４月開催）に海外から多く
の来客があり、その際成立した取引によ
り輸出が増加
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樹種 2016年
輸出量（本数）

ﾏｷ属 10,666
ﾂﾊﾞｷ属 8,206
ﾏﾂ属 7,793
ｲﾇﾂｹﾞ 6,029
ｶｴﾃﾞ属 2,411
ﾋﾞｬｸｼﾝ属 1,480
ｲﾁｲ属 1,047
ﾓﾁﾉｷ属 363
ﾋﾉｷ属 223
総計 38,218

樹種別の輸出数量

樹種別の輸出数量としては、マキ属・ツバキ属・マツ属が多く、国別では中国・台湾・イタ
リアへの輸出が多い。

出所：2016輸出植物品目別・国別検査表（栽植用植物 うち樹木 うち盆栽を除く）
※樹種はアンケート対象樹種を抜粋

輸出先国 2016年
輸出量（本数）

中国 13,916
台湾 6,842
ｲﾀﾘｱ 6,180
ﾍﾞﾄﾅﾑ 3,813
香港 3,108
韓国 1,864
ﾀｲ 804

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 798
ﾄﾙｺ 208
ﾄﾞｲﾂ 194
ﾚﾊﾞﾉﾝ 109
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 102
ﾓﾝｺﾞﾙ 100
ﾏﾚｰｼｱ 66
ｽﾛﾍﾞﾆｱ 37
ﾍﾞﾙｷﾞｰ 33
ﾁｪｺ 25
ﾗｵｽ 17
英国 2
総計 38,218
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アンケート基本情報

一般社団法人日本造園建設業協会の会員70事業者の回答を基に、日本植木賦存
量調査アンケート結果を取り纏め。

地域別回答者数内訳

アンケート実施時期 ：平成29年10月、11月
対象者 ：一般社団法人日本造園建設業協会の会員
回答者数 ：70事業者
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マキ・カエデ等の樹種が余剰しており、関東・九州を中心に約3割程度の植木保有者の
意向を確認できたため、今後輸出事業者とのマッチング等を通じて輸出促進に繋げる。

アンケート結果サマリ

植
木
保
有
状
況

アンケート結果サマリ

• 在庫が枯渇しているマキ属の保有量は約600本であるが、内、販売を
希望している事業者分は276本

• カエデの保有量が609本と比較的多く、次いでマキ属276本、サルス
ベリ属225本と確認できた（販売可能分のみの数字）
 東北・九州のカエデ属、四国のマキ属の保有量が多い

• マキ属・マツ属については、定期的に剪定等の手入れをされているもの
が多い

植
木
販
売

可
否

輸
出

関
心
度

• 日本造園建設業協会の会員70事業者の内、輸出に関心を持つ事
業者は30%程度

• 比較的輸出への関心度が高い地域は、関東・九州の2地域

• アンケート回答者70事業者の内、34%の事業者が、保有している植
木の販売を希望している

• マキ・カエデ等の樹種が余剰
しているが、保有業者が輸出
のノウハウを把握していないた
め、国内輸出事業者・バイヤ
ーとのマッチングを行い、輸出
に繋げることが必要

今後の取組方針
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大いに
関心がある 関心がある 関心がない 総計

北海道 - - 2 2
東北 - 2 5 7
関東 2 5 9 16
中部 - 2 10 12
近畿 - 2 4 6
中国 - 1 6 7
九州 - 4 7 11
四国 1 2 6 9

アンケート結果（１）植木の海外輸出についての関心度

大いに関心がある

3

関心がある
18

関心がない
49

約30%の事業者が輸出に関心を持っており、関東・九州の事業者の関心度が高いこと
を確認。
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約29%の事業者は海外バイヤー等視察の受け入れに関して対応可との認識を持って
いることを確認。

アンケート結果（２）海外バイヤー等視察の受け入れ可否

積極的に受け入れたい

5

先方の様子に
よっては対応したい

15

なるべくなら対応したくない

50
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約34%の事業者が、保有している植木の販売を希望しているため、輸出事業者の需
要とのマッチングを通じて輸出に結びつけることが可能。

アンケート結果（３）剪定等が不十分な植木について、植木生産者等へ粗木としての販売可否

積極的に販売したい

4

先方から求められれば
販売したい

20

あまり販売したくない
46
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50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 252 315 11 20 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 177 101 6 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 20 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 35 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 167 0 0 0 0
ビヤクシン属 1 0 0 0 0
ヒノキ属 6 20 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 758 40 1 0 0

ツバキ属 139 151 0 0 0
サルスベリ属 218 29 0 0 0

アンケート結果（４）樹種・樹齢別の保有本数

【その他樹種】
• ダイスギ：30本（20年）、 シマトネリコ：10本（20年）、カシ：10本（20年）、梅：2本（50年未満）、ツツジ類：14本（50年未満）、
シャクナゲ：1本（50年未満）、クロガネモチ：30本（50年未満）、ソテツ：70本（50～100年未満）、2本（100～300年未満）

• ヤシ類：約100本
• 高木（ツバキ・サクラ・サルスベリ・シラカシ・クスノキ・ハナミズキ）：約2500本

千葉県で在庫が枯渇しているマキについて、樹齢500年未満の保有本数は約600本で
あり、その他樹種についてもカエデを中心に全国的に在庫があることを確認。
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50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 133 113 10 20 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 118 77 6 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 17 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 32 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 165 0 0 0 0
ビヤクシン属 1 0 0 0 0
ヒノキ属 6 20 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 588 20 1 0 0

ツバキ属 47 121 0 0 0
サルスベリ属 202 23 0 0 0

アンケート結果（５）樹種・樹齢別の保有本数（販売可の事業者分のみ）

【その他樹種】
• シマトネリコ：10本（20年）、カシ：10本（20年）、梅：2本（50年未満）、ツツジ類：14本（50年未満）、シャクナゲ：1本（50年未満）
• 高木（ツバキ・サクラ・サルスベリ・シラカシ・クスノキ・ハナミズキ）：約2500本

販売を希望している事業者の植木保有本数は下記の通り。
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アンケート結果（６）保有している樹種の管理状況

マキ属、マツ属については定期的に剪定等の手入れがされているものが多い。

管理状況

マ
キ
属

• 280本（高知県）、110本（京都府）のマキは２～３年ごとに手入れを行っている
• その他、定期的に手入れをしているものと数年剪定されていないものが半々程度

マ
ツ
属

• 88本のマツは数年ごとに手入れを行っている（福島県）
• 30本、毎年定期的に手入れを行っている（京都府）
• 20本、隔年に剪定を行っている（島根県）

モ
チ
ノ
キ
属

• 10本のキンメツゲは毎年定期的に手入れを行っている（愛媛県）
• 3本、数年剪定されていない（福井県）

モ
チ
ノ
キ
科

• 20本のイヌツゲは剪定されていない（東京都）
• 10本、毎年刈込を行っている（福島県）
• 3本、状況を確認しながら、１～２年ごとに手入れを行っている（島根県）

イ
チ
イ
属

• 150本のイチイは根回ししていない（岩手県）
• 10本、刈り込んでいるものとしていないものがある（福島県）
• 3本、数年剪定されていない（北海道）
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アンケート結果（６）保有している樹種の管理状況

東京都や高知県では植木の保有本数は多いが、剪定されていないものがほとんど。

管理状況

ビ
ヤ
ク
シ
ン

属 -

ヒ
ノ
キ
属

• 5本、数年剪定されていない（東京都）

カ
エ
デ
属

• 200本は自然樹形のため、無剪定の状態（熊本県）
• 170本（高知県）、30本（東京都）、20本（福島県）、数年剪定されていない
• 20本、毎年定期的に手入れを行っている（愛媛県）

ツ
バ
キ
属

• 135本（東京都）、80本（高知県）、11本（福島県）、数年剪定されていない
• 10本（高知県）、10本（京都府）、毎年定期的に手入れを行っている

サ
ル
ス
ベ
リ

属
• 120本（東京都）、25本（群馬県）、15本（高知県）、15本（宮崎県）、数年剪定されていない
• 23本、数年ごとに手入れを行っている（福島県）
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アンケート結果（７）保有している樹種の管理状況（写真）

クロマツ（愛媛県）

ラカンマキ（愛媛県）
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アンケート結果（７）保有している樹種の管理状況（写真）

不明（石川県） 不明（石川県）
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北海道の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（北海道）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 0 0 0 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 11 1 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 0 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 0 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 3 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 0 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 5 0 0 0 0

ツバキ属 2 0 0 0 0
サルスベリ属 1 0 0 0 0

【その他樹種】
• 梅：2本（50年未満）、ツツジ類：14本（50年未満）、シャクナゲ：1本（50年未満）
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東北の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（東北）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 20 0 0 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 70 17 6 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 3 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 10 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 160 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 0 20 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 320 20 1 0 0

ツバキ属 10 1 0 0 0
サルスベリ属 20 23 0 0 0
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関東の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（関東）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 40 30 0 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 23 25 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 2 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 21 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 0 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 5 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 40 0 0 0 0

ツバキ属 27 120 0 0 0
サルスベリ属 155 0 0 0 0

【その他樹種】
• ヤシ類：約100本
• 高木（ツバキ・サクラ・サルスベリ・シラカシ・クスノキ・ハナミズキ）：約2500本
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中部の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（中部）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 1 2 0 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 20 3 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 5 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 1 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 4 0 0 0 0
ビヤクシン属 1 0 0 0 0
ヒノキ属 1 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 7 0 0 0 0

ツバキ属 10 0 0 0 0
サルスベリ属 10 1 0 0 0
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近畿の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（近畿）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 52 55 10 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 15 30 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 0 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 0 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 0 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 0 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 13 0 0 0 0

ツバキ属 10 0 0 0 0
サルスベリ属 2 0 0 0 0

【その他樹種】
• ダイスギ：30本（20年）
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中国の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（中国）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 9 0 0 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 15 10 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 0 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 3 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 0 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 0 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 3 0 0 0 0

ツバキ属 20 0 0 0 0
サルスベリ属 5 0 0 0 0
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四国の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（四国）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 110 220 1 20 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 23 15 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 10 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 0 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 0 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 0 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 170 20 0 0 0

ツバキ属 60 30 0 0 0
サルスベリ属 10 5 0 0 0

【その他樹種】
• クロガネモチ：30本（50年未満）、ソテツ：70本（50～100年未満）、2本（100～300年未満）
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九州の植木保有本数は下記の通り。

《参考》 地域別の樹種・樹齢別の保有本数（九州）

50年未満 50～100年
未満

100～300年
未満

300～500年
未満 500年以上

マキ属 20 8 0 0 0
マツ属
（クロマツ、ゴヨウマツ等） 0 0 0 0 0

モチノキ属（キンメツゲ） 0 0 0 0 0
モチノキ科（イヌツゲ） 0 0 0 0 0
イチイ属（キャラボク） 0 0 0 0 0
ビヤクシン属 0 0 0 0 0
ヒノキ属 0 0 0 0 0
カエデ属
（カエデ、イロハモミジ等） 200 0 0 0 0

ツバキ属 0 0 0 0 0
サルスベリ属 15 0 0 0 0

【その他樹種】
• シマトネリコ：10本（20年）、カシ：10本（20年）
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